
を
傳
へ
、
蓮
歌
の
宗
匠
宗
紙
は
大
内
政
弘
に
招
ぜ
ら
れ
て
山
ロ
に

赴
き
筑
紫
道
記
を
残
し
た
、
土
民
の
一
揆
は
此
頃
も
頻
々
ε
超
っ

て
纂
府
の
設
け
た
京
七
口
の
一
所
を
も
撒
去
す
る
に
至
っ
た
が
、

十
三
院
内
府
記
に
月
並
の
下
剋
上
の
代
り
に
上
輕
下
強
の
語
を
用

み
て
み
る
の
も
面
白
く
、
大
乗
院
寺
肚
難
事
記
に
「
悉
皆
下
よ
り

天
下
を
可
成
敗
分
引
」
ミ
い
っ
て
み
る
の
は
鯨
り
に
ヒ
ス
テ
リ
ッ

ク
で
あ
る
。
幕
府
に
忍
入
っ
て
蜜
刀
を
盗
み
出
し
た
盗
入
を
捕
へ

て
見
れ
ば
、
意
外
に
も
忍
び
の
名
人
ざ
い
は
れ
た
賀
茂
の
氏
人
二

人
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
路
を
渡
し
て
首
を
斬
り
三
日
の
間
河
原
に

桑
首
し
た
上
に
、
其
母
ミ
妻
ミ
を
水
刑
に
移
し
て
み
る
の
も
時
代

粧
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
る
。
幕
府
が
島
津
氏
に
命
じ
て
野
中
來
跨

を
怠
っ
た
琉
球
の
入
貢
を
促
し
た
の
は
琉
球
の
所
麗
を
示
す
べ
き

有
力
な
史
料
ミ
見
ら
れ
る
。
本
巻
に
崇
め
ら
れ
た
警
め
に
現
れ
た

史
料
の
主
な
る
も
の
に
東
出
御
文
証
本
の
御
湯
殿
上
日
記
の
完
本

や
半
輪
院
内
府
警
等
が
あ
り
、
閣
東
の
大
震
火
災
の
犠
牲
ε
な
っ

た
歴
代
幽
翠
日
記
の
記
録
も
亦
貴
い
名
残
S
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
一
、
．

叉
朝
鮮
に
饗
し
た
も
の
に
は
李
氏
衡
録
が
あ
り
、
こ
れ
に
嫁
っ
て

朝
鮮
ミ
日
本
及
び
琉
球
ミ
の
交
通
鞠
係
杯
を
も
徴
す
る
こ
ミ
が
出

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
紹
　
　
介

・

古
る
。
本
巻
に
挿
入
の
爲
翼
に
は
二
條
政
禰
自
筆
の
潰
息
が
あ
る
。

因
に
本
書
の
希
望
者
は
嚢
行
所
に
申
込
め
ば
定
償
金
七
圓
を
以
て

頒
布
を
受
け
ら
る
・
・
こ
い
ふ
。
（
菊
版
｝
、
〇
三
三
頁
、
東
大
史
料

編
纂
掛
登
行
）
〔
三
浦
〕

　
翻
往
來
物
落
穗
集
　
　
　
　
石
川
　
三
編

　
文
化
の
嚢
達
を
研
究
す
る
上
に
於
い
て
敏
育
方
面
の
史
的
考
察

は
最
も
必
要
な
る
事
項
で
あ
る
事
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ

に
要
す
る
資
料
の
蒐
集
ε
精
選
ε
が
未
だ
充
分
に
行
は
れ
て
居
ら

ぬ
か
ら
、
こ
の
峡
隔
を
補
は
ん
が
予
め
に
著
者
は
往
書
物
全
集
を

出
版
す
る
計
鼓
を
有
し
て
居
り
、
先
づ
往
撮
物
の
敏
育
史
的
意
義

を
考
察
す
る
上
に
最
も
必
要
な
も
の
・
一
部
を
選
揮
し
、
且
つ
其

の
目
的
を
達
す
る
に
便
利
の
多
い
緋
列
法
に
よ
り
次
第
し
て
著
さ

れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
本
書
は
全
艦
を
四
編
に
分
ち
、
第
扁
編

寺
子
屋
総
総
槻
を
第
一
章
寺
子
屋
に
つ
い
て
の
文
献
、
第
二
章
文

墨
に
表
は
れ
た
る
寺
子
屋
噛
こ
し
、
第
二
編
、
訓
育
上
の
敏
科
用
書

を
第
一
章
寺
子
教
訓
に
罰
す
る
も
の
、
第
二
章
一
般
敏
訓
に
關
す

る
も
の
に
分
ち
、
第
三
編
地
理
科
に
蘭
す
る
教
科
用
書
を
第
一
章

自
遣
型
．
に
止
す
る
も
の
、
第
二
章
國
憲
型
に
書
す
る
も
の
第
三
章

　
　
　
　
　
　
　
麓
κ
四
號
　
　
　
一
五
七
　
　

（
六
七
五
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
紹
　
　
介

都
路
型
に
厩
す
る
も
の
、
・
第
四
章
詣
型
に
属
す
る
も
の
に
分
ち
、

第
四
編
歴
史
科
に
卸
す
る
理
科
用
書
を
第
～
章
古
文
書
型
に
属
す

る
も
の
、
、
第
二
膨
面
記
型
に
暦
す
る
も
の
に
分
ち
て
種
々
の
往
來

物
を
牧
録
さ
れ
て
あ
る
の
は
近
世
庶
民
敏
育
の
研
究
者
に
多
大
の

稗
盆
を
與
へ
る
の
み
で
な
く
、
兼
て
叉
其
の
中
の
地
理
科
に
購
す

る
直
中
の
も
の
は
各
國
の
交
通
産
業
名
所
風
俗
等
の
朕
況
を
知
る

上
に
も
少
か
ら
ず
参
考
ミ
な
る
の
で
あ
る
。
吾
人
は
本
書
下
巻
並

に
往
鉱
物
全
集
の
早
く
世
に
出
で
ん
こ
ミ
を
切
望
す
る
。
　
（
菊
版

下
〇
二
頁
、
東
京
文
修
堂
直
行
、
優
、
一
、
九
〇
）
〔
松
野
Ψ

　
　
翻
宮
内
省
圖
書
寮
本
西
遷
都
　
　
躍
増
律
楚
材
著

、
元
の
耶
二
流
材
、
湛
然
居
士
は
澄
の
束
丹
念
八
世
の
孫
に
當
り
、

蒙
古
の
太
組
太
宗
に
歴
事
す
る
こ
ε
前
後
三
＋
三
年
ご
兀
朝
施
政

O
大
本
は
大
抵
居
士
の
計
叢
す
る
所
に
毘
で
、
元
朝
の
賢
臣
ミ
し

て
有
名
な
る
人
物
で
あ
る
。
『
湛
然
居
士
集
』
『
酉
遊
録
』
等
の
翼

廊
の
中
に
て
も
嫌
に
『
西
遊
録
』
は
元
初
の
西
域
の
二
三
を
徴
す

べ
き
好
個
の
紀
行
な
う
が
露
量
支
那
の
藏
書
家
は
之
を
輕
覗
せ
し

か
、
殆
ん
，
ご
本
書
を
著
録
す
る
者
無
く
、
、
近
頃
海
外
藥
者
が
遼
金

元
史
の
研
究
、
支
那
西
北
地
理
の
探
究
を
駕
す
に
至
り
て
、
始
め

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
五
入
　
　
　
（
山
嶺
七
六
）

て
本
葺
が
兜
料
ミ
し
て
縄
大
の
贋
値
も
有
す
る
こ
ミ
が
知
ら
れ
、
・

ブ
レ
ッ
ト
シ
ュ
ナ
イ
デ
ル
氏
が
始
め
て
野
駈
に
灘
繹
し
て
西
洋
の

支
那
墨
者
に
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
通
行
の
西
遊
録
は
原

馨
を
逡
ざ
か
る
こ
・
こ
遙
に
し
て
、
而
も
抄
録
に
止
ま
り
、
塵
者
皆

そ
の
完
本
を
槻
得
ざ
る
を
以
て
恨
ざ
し
た
e
紳
田
文
論
士
宮
内
省

闘
書
寮
所
藏
の
秘
笈
を
調
査
せ
ら
る
・
や
、
偶
々
古
賀
家
よ
り
献

上
せ
し
書
籍
の
中
に
、
偲
港
先
生
の
手
録
せ
し
も
の
ざ
考
べ
ら
る

・
西
遊
録
一
本
の
存
す
る
を
獲
見
せ
ら
れ
た
。
そ
の
重
文
に
徴
し

て
飼
蕎
先
生
が
密
林
な
る
入
の
所
説
本
よ
り
蓬
録
せ
し
こ
ミ
葱
螂

り
得
有
こ
共
に
、
堅
陣
は
叉
、
京
都
東
輻
寺
塔
頭
普
門
院
の
開
認

聖
一
、
國
師
の
所
藏
本
よ
り
妙
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
S
が
明
か
で

あ
る
G
塗
師
は
四
條
天
皇
の
臥
龍
二
年
郎
ち
蒙
古
太
宗
の
七
年
に

入
宋
せ
し
名
櫓
で
あ
っ
て
恰
も
耶
律
楚
危
ぐ
」
同
時
代
に
生
存
入
宋

せ
し
直
な
れ
ば
、
諺
語
が
蹄
朝
の
際
に
本
書
を
野
鼠
せ
し
な
む
む

こ
ミ
は
直
す
ま
で
も
無
く
、
そ
の
勝
來
本
は
必
ず
や
印
刷
刊
行
本

た
り
し
に
相
違
な
い
。
末
尾
に
燕
京
中
書
侍
郎
宅
刊
行
ざ
あ
る
は

之
を
麗
し
て
餓
あ
る
⑤
叉
之
に
よ
り
て
本
書
の
刊
行
が
蒙
古
太
宗

の
三
年
以
後
に
行
は
れ
た
る
こ
ミ
を
も
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
然


